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１．はじめに

近年，GIGAスクール構想の実現により，学校現場で
は児童生徒１人１台の情報端末と高速大容量の通信ネッ
トワークが一体的に整備され，教員の ICT活用指導力
の向上は急務となった。また，２０２０年１０月，中央教育審
議会初等中等教育分科会教員養成部会がまとめた「教職
課程における教師の ICT活用指導力充実に向けた取組
について」（１）が文部科学省から各大学に通知され，学生
が教師の ICT活用指導力を確実に身につけられるよう
更なる取組の推進が求められた。教員の養成・採用・研
修のすべての段階において教師の ICT活用指導力を向
上させなければならない。
日本文理大学工学部情報メディア学科こども・情報教

育コース（以下「本コース」と称する）では，ICTに
関する専門的な知識の上に，ICTを教育現場で効果的
かつ効率的に活用できる ICTスキルを備えた小学校教

員の養成を目指しており（２），この教育方針は，時代と
社会が求める教員像と一致している。ICTに強い教員
を養成することは本コースの社会的使命であり，教員養
成の質保証を実現する仕組みを構築しなければならな
い。
本研究では，ICT活用指導力を備えた教員を４年間

で養成するカリキュラムの作成を視野に入れつつ，その
中核となる教職セミナーでの著者らの取組に焦点を当て
る。本稿では，令和４年度後期の１年教職セミナーにお
けるカリキュラムデザインの試行とその成果及び検討結
果を報告する。

２．本コースにおける教員養成の現状

２－１ 本コースにおける教員養成カリキュラム
本コースの学生は，学科共通の必修科目３０単位，コー

ス必修科目４単位，選択科目２４単位の専門教育科目を修
得しなければならない。これらの科目は，ICTの基礎
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図１．全体構想図

表１．本コースにおける学びのステップ

的知識から専門知識まで，その内容は幅広く奥深いもの
があり，今日の高度情報化社会を支える情報技術者とし
ての専門知識を身につけることができる（２）。
一方，本学では，姫路大学教育学部こども未来学科通

信教育課程の科目履修生として必要な単位を取得するこ
とで，小学校教諭一種免許状を取得できるよう学生を支
援している。通信教育は，レポート提出・科目試験・ス
クーリング等であり，６４単位を卒業までに取得する必要
があり，学生は教員を目指す強い意志をもって取り組ま
なければならない（２）。
このように，本コースの学生は，ICT分野の基礎的

知識はもとより専門的な理論や技術を習得しながら効率
的に小学校教諭一種免許状を取得できる。しかし，授業
を展開するための教育技術を身につけたり，ICTを活
用した授業を実践したりすることが十分できているとは
言い難い。知識・理解がより深められ，確実に技能が定
着できるよう，より幅広い学びの場が提供され，教員と
しての実践的指導力を高めていくことが重要である。

２－２ 本コース独自の教員養成プログラム
本コースの教員養成を強化し，工学部出身で ICTに

強い教員として学校現場に輩出していくためには，現在
のカリキュラムの橋渡しとなるような実践的・体験的な
教育内容が必要である。
本コースの学生は，卒業要件単位の科目とは別に週１

回の「教職セミナー」を受講することが求められている。
以前は「小免ゼミ」という名称で通信教育課程のレポー
ト作成支援の時期もあったが，現在では ICT活用指導
力のある教員を養成するための中核になる時間として位
置付け，プログラムの改善・充実に努めているところで
ある（図１）。

各学年週１コマ（年間３０コマ）程度開講している教職
セミナーでの学びは，講義形式ではなく，ディスカッ
ションやグループワーク，演習等が多く，学校現場によ
り近い教材や題材等が多く取り入れられ，ICTを活用
した学びが主体的に実践できるように工夫されている。
担当教員は ICTを活用しながら（学校現場の教師が実
践している授業と同様の方法で）セミナーを行うことで
学生の ICT活用指導力を高めようとしている。
また，４年間を見通した教員養成を実現できるよう，

学年ごとに目標（学びのステップ）を設定し，取組を進
めている（表１）。
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３．１年教職セミナーでの取組

３－１ 基本方針
１年教職セミナーを実施するにあたり，学生の学修環

境を可能な限り学校現場と同じ ICT環境にし，クラウ
ドを活用しながら教職セミナーを進めていくことを重視
した。また，セミナーでは，次の２つの点に留意した。
① 学生が主体的になること
１コマの授業における活動目標を明確にし，９０分後の

授業のゴールに見通しを持たせた。セミナーでは対話を
重視し，発表・演習・制作等の活動を中心とした授業を
展開した。
② ICTを積極的に活用すること
授業内容や ICT環境ができる限り教育現場に近くな

るように努めた。また，スキル向上のみを目的とするこ
となく，教員としての職務の大部分を占める授業づくり
を実践しながらスキルアップを目指した。手立てとして
の ICT活用，授業での ICTの日常使いにより，自ずと
ICTの技術が高まるよう工夫した。１年ではGoogle 系
のアプリ（３）を，２年ではロイロ・ノート（４）を中心に活
用していく。

３－２ カリキュラムデザイン
本コースにおける４年間の学びのステップ及び教職セ

ミナーの基本的な考え方をもとに，１年後期における教
職セミナーでは，表２に示すカリキュラムデザインを構
成した。本カリキュラムでは，楽しみながら ICTを活
用し，教科の理解及び ICTの基礎的技術の向上を目指
した。１３回という限られた回数であったため，教科を国
語・社会・算数・理科にしぼり，実践的に各教科の内容
を学ぶこととした。この学修は，２年でのコース必修科
目「初等教育のための ICT活用１・２」（実際に子ども
たちにどのように教えるのか）へとつながっていく。
第１回は，オリエンテーションを行うとともに，学級

開きを行った。Google Classroomで文理学園小学校「〇
〇学級」を立ち上げ，教師の立場から操作・運営できる
よう授業環境を作成した（図２）。学生が自らのClass-
roomを開設することは，教員の権限が与えられること
であり，「授業を受ける側」から「授業する側」へと立
場が変わっていく瞬間であった。
第２回は，国語の物語文について理解を深めていっ

た。小学１年生にGoogle スライドを使ってデジタル紙
芝居を作成し出前（発表）をする設定とした。グループ
に分かれて２年生教材「お手紙」と４年生教材「ごんぎ

つね」をデジタル紙芝居にして音読する楽しさを味わっ
た。
第３回は，国語の説明文についての理解を深めていっ

た。３年生教材「すがたをかえる大豆」ではGoogle ス
ライドを活用して教科書からリライト教材を作成し，挿
絵を当てはめていく活動を行った。また，１年生教材
「じどう車くらべ」でもGoogle スライドを活用してオ
リジナルの乗り物図鑑を作成した。
第４回は，国語の言語文化の指導の一環として３年生

教材「ことわざ・故事成語」を使って，ことわざ当てク
イズ大会を行った。「問題を提示する側」と「答えを言
う側」の両者でGoogle Jamboard を活用し，同時編集
できる ICTのメリットを感じながらクイズ大会を楽し
んでいた。
第５回は，社会の地域についての学習を行った。４年

生教材「わたしたちの住んでいる県」を取り扱い，「他
県の友だちに大分県を PRしよう」と学習課題を設定し，
Google Earth を活用して大分県の自然，地形，観光地，
特産物，伝統産業等を紹介するプレゼン動画を作成し
た。

表２．カリキュラムデザイン

図２．学生が運営するGoogle Classroom
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第６回は，社会の歴史についての学習を行った。我が
国の発展に大きな業績を残した歴史上の文化遺産等をよ
り体験的に学べるよう，Google Earth のストリート
ビューであらゆる場所を検索しながらバーチャルツアー
を実現した。
第７回は，社会の公民についての学習を行った。憲法

の３原則についてGoogle Jamboard を活用して意見交
換した。また，６年生教材「世界の中の日本とわたした
ち」を取り扱い，日本とつながりの深い国々について，
Google Earth と Google マップの違いを確認しながら学
習内容の理解を深めていった。
第８回は，算数のデジタルコンテンツについて学ん

だ。数の合成・分解やかけ算九九を習得するためのフ
ラッシュ教材のポータルサイトを紹介し，その活用につ
いて，教師役と児童役に分かれて模擬演習を行った。変
化のあるくり返しによる知識の定着を目ざせるよう，
Google スライドを使って自作のフラッシュ型教材を作
成した。
第９回は，体調不良者が複数名いたため，Google

Meet を使ってのオンライン授業とした。各自がGoogle
ClassroomからMeet 接続し，前時に自作したフラッ
シュ型教材を画面共有して報告した。また，ブレイクア
ウトルームやホワイトボード等のアクテビティの操作に
も触れた。算数教科書の問題解説では，実物投影機を利
用しながら説明した。
第１０回は，５年算数のデジタル教科書を使い，その操

作を行った。画面の拡大・縮小機能，定規ツールの回転
機能，保存機能，付箋や図形・スタンプ等便利な機能が
つまった道具等，あらゆる操作を行いながらその特長を
つかんだ。この時間の最後には，電子黒板を使って，自
分が一番すごいと思った機能を一人ひとりが操作しなが
ら紹介した。
第１１回は，学校 ICT支援（本コースの学生が学校か

らの要請に応じて子どもたちの ICT授業の支援をする
ために学校訪問すること）として，大分市立A小学校
を訪問した。６年理科「私たちの生活と電気」のプログ
ラミング学習のサポートを行った。日常生活と関連付け
ながら，電気を効率よく利用するためにセンサーを使っ
てプログラミングを行った。
第１２回は，小学校におけるプログラミング教育の概要

を学ぶとともに学校 ICT支援の振り返りを行った。学
生は，手が動いてない子，つまずいている子，実験が終
わった子，困った感が出ている子等を見極め，声かけし
ていく難しさを実感した。また，授業の雰囲気や教師の
対応の仕方等を見ることによって，学校現場での実践的

な経験の重要性を改めて感じた。
第１３回は，６年理科「私たちの生活と電気」における

プログラミング教材の違いについて学習した。A小学
校では《アーテックロボ》を，学内の研究室訪問では
《MESH》を使っており，授業内容や学習展開の違いに
ついて再確認した。そして，ビジュアルプログラミング
言語のスタンダードである Scratch（スクラッチ）に挑
戦した。

４．取組の成果・検討

１３回にわたる１年教職セミナー終了後，受講者である
本コース学生５名がどのような学びを体験したのかを検
討するために，KH Coder３（樋口２０２０）による計量テ
キスト分析を行った（５）（６）。設問は「セミナー全体を振
り返っての自分の考え」を１，０００字程度でまとめた自由
記述とした。
まず，前処理をして抽出語を確認した。「教職セミ

ナー」「自己紹介」「デジタル紙芝居」「デジタル教科書」
「小学校学習指導要領」「A小学校」「Google スライド」
「物語文」「説明文」の抽出語が分離されていたので，
これらを強制抽出されるように設定した。文書の単純集
計結果は，２４の段落，８３の文が確認された。また，分析
対象となる総抽出語数は９９７語，異なり語数は３６５語で
あった。これら頻出語のうち上位６０語は表３の通りであ
る。教職セミナーのねらいに迫る重要なキーワードであ
る「授業」が２２回，「ICT」が１８回，「行う」が１４回，「活
用」が１０回，「作成」が１０回，「実際」が９回と，抽出語
の上位に出現していた。
つぎに，表３に示した抽出語同士の関係を分析するた

めに，共起ネットワーク（文章中に出現する語と語がど
のようにつながっているのかを図にしたもの）を作成し
て概観を捉えた。その際，抽出されたカテゴリーに含ま
れる主な共起語を選定し，KWICコンコーダンス（抽
出語の前後の文脈を確認できる機能）で抽出語が自由記
述の文脈でどのように使われているかを確認しながらカ
テゴリーの名前をつけていった。カテゴリーは，G１～
G５の５つのグループに分かれた（図３・表４）。
共起ネットワークによって，「G１：授業に対する動

機づけ」「G２：ICTの活用」「G３：デジタル教科書を
使っての学習」「G４：国語科におけるデジタル紙芝居
の作成」「G５：Google Earth を利用した社会科学習」
の５つのカテゴリーに分類された。
G１は，抽出語の出現回数１位の「授業」と４位の「感

じる」が離れた位置ではあるが多様な言葉と共に結びつ
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いている。KWICコンコーダンスからは，「（ICTがあ
ることで）理解が深まると感じた」「（ICTを活用する
ことで）児童に発表がしやすい環境がつくれると考えた」
「（学校現場の）先生からヒントを得ることは大事だと
思った」「生徒として学ぶことと，教員として教えるこ

とは全く違うものだ」等が出力されており，今回の教職
セミナー全体のことを示していると考える。
G２は，「教職セミナー」「ICT」「活用」が結びつくと

ともに「自分」ともネットワークを形成している。この
４つの抽出語は上位１０位の中に含まれている。今回の教

表３．自由記述における頻出語

図３．共起ネットワーク
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職セミナーでは，１コマの授業におけるゴールを明確に
し，ICTを活用しながら，発表・演習・制作等の活動
を重視した授業を展開した。学生は授業を自分事として
捉え，主体的な学びへとつながったといえる。また，
「教科」「算数」「理科」，他のカテゴリーではあるが「国
語」ともネットワークを形成しており，学生は ICTを
活用しながら教科についての理解を深めていったと考え
る。
G３は，「デジタル教科書」が「使う」「学習」と結び

ついている。また，他のカテゴリーではあるが，「算数」
ともネットワークを形成している。第１０回の授業でデジ
タル教科書を操作しながら，その特長をつかんだことが
反映されたと考える。
G４は，「デジタル紙芝居」「国語」「Google スライド」

が強く結びついている。学生にとって，物語文をGoo-
gle スライドで紙芝居にしたことが印象に残ったことが
うかがえる。また，「Google スライド」を起点とすると，
「作成」－「発表」，あるいは，「使用」－「説明」へと続い
ているようである。ICTを手立てとして使いながら説
明し発表していることが示唆される。
G５は，「Google Earth」と「実際」が，「Google Earth」

と「社会」「紹介」「利用」が結びついている。第５～７
回の社会科の授業で３回ともGoogle Earth を活用し，
バーチャルな体験を通して教科内容の理解を深めていっ
たことが反映されたものと考えられる。

５．おわりに

本稿では，ICTに強い教員を育てるためにどうすれ
ばよいのか，４年間のカリキュラム構成を視野に入れな
がら，１年教職セミナーにおける取組を報告した。
学生への意識調査の結果から，今回の教職セミナーの

主要なねらいである「教科（国語・社会・算数・理科）
についての理解を深める」は，概ね達成したものと判断
する。今後は，２年生のコース必修科目である「初等教
育のための ICT活用１・２」の主目標である「教科指
導についての理解を深め，授業実践を積み重ねる」へと
つなげていきたい。また，２年教職セミナーでは，学級
経営や生徒指導，危機対応等について ICTを活用しな
がら学修を深め，教員としての幅広く確かな教育観を育
んでいきたい。
今回，第１１回の授業で，大分市立A小学校から学校

ICT支援の要請を受け，６年理科プログラミング学習
のサポートを行った。教育現場での直接体験は，学生の
意識及び対応力の向上につながるため，学校インターン
シップとも絡めながら取組を継続していきたい。

表４．自由記述における頻出語
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kyoikujinzai０１-００００１１０３９-５．pdf
（２０２３年５月２４日閲覧）

（２）日本文理大学（２０２３）「令和５（２０２３）年度日本
文理大学学生便覧」P８８・P８９―９１・P１３６

（３）井上嘉名芽・井上勝・清水洋太郎・平井聡一郎・
松本博幸・渡辺光輝（２０２１）「Google Workspace
for Education で創る１０X授業のすべて」東洋館

出版社
（４）和田誠（２０２２）「ロイロノートの ICT“超かんた

ん”スキル」時事通信社
（５）樋口耕一（２０２０）「社会調査のための計量テキス

ト分析［第２版］－内容分析の継承と発展を目指
して－」ナカニシヤ出版

（６）樋口耕一・中村康則・周景龍（２０２２）「動かして
学ぶ！はじめてのテキストマイニング－フリー・
ソフトウェアを用いた自由記述の計量テキスト分
析－」ナカニシヤ出版

（７）川上祐子・中村康則・松尾綾子・江本厚子（２０２２）
「COVID―１９下の老年看護学実習の形態別による
到達度評価と課題の検討」日本教育工学会論文誌，
４６（４），６６７―６７８．

（２０２３年６月１２日受理）



９２ 清田 雄二 衛藤 俊寿 平木 功明 赤星 哲也


